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飯岡しおさいマラソン
31回目を迎えた令和初の今大会。
新しい時代を象徴する梅の花のような
ピンク色のランナー達が、一足早い春
を感じさせてくれました。

特集

合併から現在までを振り返る
 あさひ市議会 15年のあゆみ



　平成23年３月11日、文教福祉常任委員会開会中に
発生した東日本大震災。委員会は一時散会し災害対応
にあたりました。
　６月の一般質問では合併後最多となる14名が復旧
復興について質問・提言をしました。

　これまでは議員からの質問と市からの答弁は、複数の内
容を一括して行うスタイルでしたが、平成19年からは、1
回目の質問と答弁は一括で、2回目以降は一問一答スタイ
ルを取り入れ、質問と答えがキャッチボールのようにやり
とりできるようになりました。

　平成18年７月に新旭市になって初の子ども議会が
開催され、市内小・中学生25名の子ども議員が質問
しました。現在も原則毎年実施しています。

一般質問に一問一答方式を導入

自由な発想や視点で熱心に質問する昨年の子ども議員

　
旭
市
は
７
月
１
日
で
市
制
施
行
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。
旭
市
議
会

で
は
、
皆
様
の
声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、「
開
か
れ
た
議
会
」
を

目
指
し
て
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら

な
る
市
議
会
の
活
性
化
と
改
革
に
取
り
組
み
、
旭
市
の
発
展
の
た
め

に
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
さ
ひ
市
議
会

年
の
あ
ゆ
み

平成17年

７月
１
市
３
町
が
合
併
し
新
旭
市
が
誕
生

当
時
の
議
員
数
は
在
任
特
例
に
よ
り
70
名

９月
初
め
て
の
旭
市
議
会
定
例
会
が
開
催　

旧
市
・
町
の
決
算
を
含
む
38
議
案
が
可
決

12月
初
め
て
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
26
名
の
議
員

が
当
選

18年

６月
議
会
だ
よ
り
第
１
号
が
発
行

７月
各
支
所
な
ど
公
共
施
設
８
か
所
の
モ
ニ
タ
ー

で
本
会
議
の
生
中
継
開
始

合
併
後
初
の
子
ど
も
議
会
を
開
催

19年

３月
一
般
質
問
で
一
問
一
答
方
式
を
取
り
入
れ
る

21年

５月
本
会
議
の
記
録
方
法
を
速
記
か
ら
録
音
機
に

変
更

６月
本
会
議
の
生
中
継
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

開
始

議
員
定
数
条
例
を
改
正
し
22
名
に
削
減

11月
議
会
委
員
会
条
例
を
改
正

既
存
の
常
任
委
員
会
を
再
編（
４
→
３
）

12月
第
２
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
22
名
の
議
員
が

当
選

23年

３月
東
日
本
大
震
災
発
生

臨
時
会
を
開
催
し
災
害
復
旧
に
伴
う
予
算
を

可
決

６月
一
般
質
問
で
合
併
後
最
多
の
14
名
が
登
壇

24年

６月
本
会
議
の
録
画
中
継
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
開
始

25年

12月
第
３
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
22
名
の
議
員
が

当
選

27年

12月
議
員
定
数
条
例
を
改
正
し
20
名
に
削
減

28年

４月
議
長
交
際
費
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開（
平
成

28
年
度
分
か
ら
）

12月
新
庁
舎
の
位
置
を
旭
文
化
の
杜
公
園
に
す
る

条
例
を
可
決

29年

12月
新
庁
舎
整
備
に
関
し
て
市
議
会
か
ら
市
長
に

要
請

第
４
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
20
名
の
議
員
が

当
選

30年

６月
議
会
だ
よ
り
第
50
号
が
発
行

全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
に

政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
書
、
領
収
書
等
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開（
平
成
29
年
度
分
か
ら
）

「
議
会
改
革
と
基
本
条
例
」
を
テ
ー
マ
に
議
員

研
修
会
を
開
催

９月
本
会
議
の
生
中
継
・
録
画
中
継
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
配
信

12月
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

令和元年

９月
台
風
15
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
発
生

会
議
の
日
程
を
変
更
し
災
害
対
応

未曾有の災害から
復興に向けて

一般質問をわかりやすく

次代を担う若い声を市政に
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　平成18年６月に第１号を発行してから、今号で第56号となる
議会だより。市民と議会を結ぶ広報紙として、市民の皆様に市議
会へ関心を持ってもらえるよう、見やすくわかりやすい紙面づく
りを心がけています。

　平成29年12月に旭市議会として、新庁舎整備に
関する意見を取りまとめ、要請書を市長に手渡しま
した。議場のＩＣＴ化や傍聴席の傍聴環境の配慮な
ど、新庁舎がより良い形となるよう要請しました。

　本会議のインターネット
中継をスマートフォンやタ
ブレット端末でも見られる
ようにしました。過去の録
画中継も５年分配信してい
ます。

当時の議長、副議長から明智市長に要請書を提出

平成17年

７月
１
市
３
町
が
合
併
し
新
旭
市
が
誕
生

当
時
の
議
員
数
は
在
任
特
例
に
よ
り
70
名

９月
初
め
て
の
旭
市
議
会
定
例
会
が
開
催　

旧
市
・
町
の
決
算
を
含
む
38
議
案
が
可
決

12月
初
め
て
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
26
名
の
議
員

が
当
選

18年

６月
議
会
だ
よ
り
第
１
号
が
発
行

７月
各
支
所
な
ど
公
共
施
設
８
か
所
の
モ
ニ
タ
ー

で
本
会
議
の
生
中
継
開
始

合
併
後
初
の
子
ど
も
議
会
を
開
催

19年

３月
一
般
質
問
で
一
問
一
答
方
式
を
取
り
入
れ
る

21年

５月
本
会
議
の
記
録
方
法
を
速
記
か
ら
録
音
機
に

変
更

６月
本
会
議
の
生
中
継
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

開
始

議
員
定
数
条
例
を
改
正
し
22
名
に
削
減

11月
議
会
委
員
会
条
例
を
改
正

既
存
の
常
任
委
員
会
を
再
編（
４
→
３
）

12月
第
２
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
22
名
の
議
員
が

当
選

23年

３月
東
日
本
大
震
災
発
生

臨
時
会
を
開
催
し
災
害
復
旧
に
伴
う
予
算
を

可
決

６月
一
般
質
問
で
合
併
後
最
多
の
14
名
が
登
壇

24年

６月
本
会
議
の
録
画
中
継
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
開
始

25年

12月
第
３
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
22
名
の
議
員
が

当
選

27年

12月
議
員
定
数
条
例
を
改
正
し
20
名
に
削
減

28年

４月
議
長
交
際
費
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開（
平
成

28
年
度
分
か
ら
）

12月
新
庁
舎
の
位
置
を
旭
文
化
の
杜
公
園
に
す
る

条
例
を
可
決

29年

12月
新
庁
舎
整
備
に
関
し
て
市
議
会
か
ら
市
長
に

要
請

第
４
回
市
議
会
議
員
選
挙
で
20
名
の
議
員
が

当
選

30年

６月
議
会
だ
よ
り
第
50
号
が
発
行

全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
に

政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
書
、
領
収
書
等
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開（
平
成
29
年
度
分
か
ら
）

「
議
会
改
革
と
基
本
条
例
」
を
テ
ー
マ
に
議
員

研
修
会
を
開
催

９月
本
会
議
の
生
中
継
・
録
画
中
継
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
配
信

12月
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

令和元年

９月
台
風
15
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
発
生

会
議
の
日
程
を
変
更
し
災
害
対
応

より見やすく、わかりやすい
紙面を心がけて

　平成20年、25年、26年、30年に議会
改革検討委員会が設置され、議員定数等に
ついて議論されてきました。
　初めは26名だった議員も、２度の定数
見直しにより20名まで削減しました。

議員数26名→20名に

新庁舎整備に関して
市長に要請

いつでもどこでも
議会を見れるように
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問
生
活
保
護
扶
助
費
２
８
７
８
万

２
千
円
に
つ
い
て
、
補
正
す
る

理
由
を
伺
う
。

（

桐
文
夫
議
員
）

答
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
被
保
護
者

が
増
加
し
、
医
療
扶
助
費
、
生

活
扶
助
費
が
不
足
す
る
た
め
。

▼
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校
、
海
上

中
学
校
の
武
道
場
防
災
機
能
強
化
工

事
を
実
施
。

補
正
金
額　
１
億
１
０
６
８
万
円

問
天
井
や
外
壁
な
ど
の
耐
震
対
策

を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

東
日
本
大
震
災
で
は
天
井
の
崩
落
事

故
が
多
数
発
生
し
た
中
で
、
本
市
で

も
学
校
の
天
井
を
撤
去
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
今
回
の
武
道
場
も

天
井
を
撤
去
す
る
の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
天
井
を
直
す
工
事
は
全
市
的
に

や
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
体
育

館
の
天
井
に
つ
い
て
は
、
基
準
に
適

合
し
な
い
部
分
は
撤
去
し
て
い
る
。

今
回
の
武
道
場
は
、
天
井
材
を
一
度

撤
去
し
て
か
ら
軽
量
な
も
の
に
造
り

変
え
る
。

条
例
の
制
定

（
議
案
第
２
号
、
21
号
）

▼
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

非
常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
、
勤
務

補
正
予
算

（
議
案
第
１
号
）

▼
一
般
会
計

問
水
産
基
盤
整
備
事
業
９
２
４
万

４
千
円
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
県

が
実
施
す
る
漁
港
の
機
能
保
全
事
業

の
増
に
伴
い
、
地
元
市
が
負
担
金
を

増
額
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
事
業
内
容
を
伺
う
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
飯
岡
漁
港
の
航
路
と
停
泊
地
の

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
係
る
も
の

で
あ
り
、
工
事
面
積
は
３
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
、
し
ゅ
ん
せ
つ
箇
所
の

土
質
調
査
は
86
地
点
。

　
主
な
議
案
に
関
す
る
質
疑

台風15号により甚大な被害を受けた農業用ビニールハウス

第
４
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
人
事
案
件
、
専
決
処
分
の
承
認
な
ど

26
議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
・
11
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年　
第
４
回
定
例
会　
議
案
審
議

台
風
15
号
対
応
７
億
６
８
０
０
万

一
部
損
壊
の
住
宅
に
も
支
援
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て
い
る
。

　
具
体
的
に
、
木
材
は
建
材
用
ま
た

は
燃
料
用
の
木
材
チ
ッ
プ
に
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
ら
は
建
築
資
材
の
再
生

砕
石
に
、
倒
木
及
び
枝
木
類
は
燃
料

用
ま
た
は
農
業
資
材
用
の
木
材
チ
ッ

プ
に
、
畳
は
固
形
燃
料
に
加
工
さ
れ
、

再
生
利
用
さ
れ
る
。

　
瓦
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
再
生
利
用
で

き
な
い
廃
棄
物
は
、
市
の
最
終
処
分

場
へ
埋
め
立
て
、
金
属
類
は
売
却
し

て
い
る
。

問
災
害
救
助
費
の
中
の
修
繕
費
８

９
９
７
万
円
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
内
容
を
伺
う
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
本
市
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
救
助
項
目

の
一
つ
と
し
て
、
住
宅
の
応
急
修
理

に
か
か
る
費
用
を
計
上
し
た
。
応
急

条
件
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
が
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
制
定
。

問
臨
時
職
員
が
会
計
年
度
任
用
職

員
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
給
与

は
上
が
る
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
給
与
額
は
現
在
の
額
と
同
程
度

を
予
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
な
る
と
期
末

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

そ
の
分
は
上
昇
す
る
。

▼
飯
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
廃
止

市
内
の
文
化
財
を
現
在
改
修
中
の
干

潟
支
所
へ
集
約
、
所
蔵
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
資
料
館
は
そ
の
機
能
が
な

修
理
は
日
常
に
必
要
な
最
小
限
度
の

部
分
を
修
理
す
る
も
の
で
、
費
用
の

限
度
額
は
半
壊
59
万
５
千
円
、
一
部

損
壊
30
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問
被
災
住
宅
修
繕
支
援
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
一
部
損
壊
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

の
う
ち
、
災
害
救
助
法
の
応
急

修
理
に
該
当
し
な
い
も
の
で
、
屋
根

や
壁
な
ど
の
修
繕
に
要
し
た
工
事
費

の
20
％
を
補
助
す
る
。

く
な
る
た
め
廃
止
。

問
こ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
資
料
、

文
化
財
が
収
納
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
こ
の
建
物
は
ど
う
な
る
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
漁
具
や
農
具
な
ど
の
民
具
、
化

石
や
縄
文
土
器
な
ど
の
埋
蔵
文

化
財
、
古
文
書
類
、
飯
岡
町
史
な
ど

の
図
書
類
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
建

物
は
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
解

体
予
定
。

専
決
処
分

（
議
案
第
25
号
）

▼
一
般
会
計

台
風
15
号
に
か
か
る
災
害
対
応
と
し

て
、
公
共
施
設
の
復
旧
対
応
や
、
被

災
者
支
援
に
関
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

10
月
21
日
に
補
正
予
算
の
専
決
処
分

を
し
た
。

問
災
害
に
よ
り
発
生
し
た
廃
棄
物

の
う
ち
、
破
損
し
た
住
宅
家
屋

や
公
共
建
物
、
道
路
な
ど
の
解
体
に

伴
っ
て
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
は
、

発
生
元
の
自
治
体
が
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
廃
棄
物
の
種
類
ご

と
の
処
分
方
法
を
伺
う
。

　
（
林
晴
道
議
員
）

答
災
害
廃
棄
物
の
処
分
方
法
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
限
り
資
源
化

を
心
が
け
、
業
者
に
処
理
を
委
託
し

解体予定の飯岡歴史民俗資料館

台⾵15号にかかる補正予算額の主な内容
項　⽬ 補正額 内　容

災害救助費 1億289万円
被災住宅の応急修理にかかる
助成や、ブルーシートなどの
物資にかかる費⽤

災害廃棄物処理事業 5788万円 災害廃棄物の処分等にかかる
費⽤

農業災害対策⽀援事業 3億8679万円
ビニールハウス等の農業施設
の再建、修繕に要する費⽤を
補助

被災住宅修繕⽀援事業 1億3692万円
⼀部損壊の被害を受けた被災
住宅の屋根等の修繕に対する
費⽤を補助

道路橋梁災害復旧費 1121万円 カーブミラー・標識の復旧に
要する費⽤

公⽴学校施設災害復旧費 3455万円 ⼩・中学校の建物等の復旧に要
する費⽤

社会教育施設災害復旧費 585万円 ⼤原幽学史跡公園の建物等の
復旧に要する費⽤

Ｑ　
専
決
処
分
と
は

Ａ　
議
会
が
議
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
項
を
、
緊
急
の
場

合
な
ど
に
市
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
意
思
決
定
す
る
こ
と
。

但
し
、
専
決
処
分
後
は
議
会
に

報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
こ
と

が
必
要
。

用

語

解

説

災害ごみ仮置場に積まれた木材
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議
案
第
５
号

旭
市
下
水
道
事
業
運
営
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
下
水
道
事
業
運
営
協
議
会
の
委
員
構
成
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
ん
な
人
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
公
益
を
代
表
す
る
者
と
し
て
、
産
業
界
の
方
と
地

域
の
代
表
の
方
。
学
識
経
験
者
と
し
て
、
下
水
道

に
つ
い
て
広
く
見
識
の
あ
る
方
。
住
民
代
表
者
と

し
て
、
実
際
に
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
方
を
想

定
し
て
い
る
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
13
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認

議
案
第
21
号

飯
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
飯
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
内
の
展
示
資
料
の
移
転
に

つ
い
て
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
資
料
の
取
り
扱

い
は
。

答
個
人
所
有
の
展
示
資
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
所

有
者
や
関
係
者
と
協
議
の
う
え
移
転
を
進
め
て
い

く
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
６
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認

議
案
第
３
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問
交
通
安
全
指
導
員
の
任
用
形
態
が
非
公
務
員
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
要

綱
を
制
定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
指
導
員
の
業
務

内
容
な
ど
に
つ
い
て
変
更
は
あ
る
の
か
。

答
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
、
身
分
に
つ
い
て

は
特
別
職
非
常
勤
職
員
か
ら
非
公
務
員
と
な
る
が
、

業
務
内
容
・
委
嘱
の
方
法
な
ど
に
関
し
て
特
に
変

更
は
な
い
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
10
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
、
賛
成
少

数
で
不
採
択

常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
や
請
願
・
陳
情
を
分
野
別
に
各
委
員
会
に
振
り
分
け
、
専
門
的
に
審
査
を
し
ま
す
。

審
査
後
は
、
賛
成
・
反
対
を
決
め
、
本
会
議
で
報
告
し
ま
す
。

清滝バイパスのトンネル工事現場を視察

審査の様子

新庁舎建設工事現場を視察

建設経済常任委員会
12月13日㈮ 午前10時〜

13議案の審査

文教福祉常任委員会
12月16日㈪　午前10時〜

６議案の審査

総務常任委員会
12月17日㈫　午前10時〜

10議案、陳情1件の審査
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○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　退＝退席　議＝議長　※議長は採決に加わりません。

令和元年第４回定例会 審議結果一覧

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20　
桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

米
本
弥
一
郎

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

 市　長　提　出　議　案
1 令和元年度旭市一般会計補正予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

2 旭市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

3
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に
ついて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

4 旭市下水道事業の設置等に関する条例の制定につい
て 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

5 旭市下水道事業運営協議会条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

6 旭市公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条
例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

7 旭市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の
制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

8 旭市議会議員の議員報酬及び旅費等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

9 旭市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

10 旭市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

11 旭市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

12 旭市使用料及び手数料に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

13 旭市保健センターの設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

14 旭市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

15 旭市都市計画下水道事業受益者負担金に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

16 旭市下水道条例の一部を改正する条例の制定につい
て 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

17 旭市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

18 旭市文書館設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

19 旭市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

20 旭市下水道財政調整基金条例を廃止する条例の制定
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

21 飯岡歴史民俗資料館の設置及び管理に関する条例を
廃止する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

22 地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院第２期中
期目標を定めることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

23 市道路線の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

24 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
について 同意 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

25 専決処分の承認について
（令和元年度旭市一般会計補正予算） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

26 専決処分の承認について
（令和元年度旭市農業集落排水事業特別会計補正予算）承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇

 陳　情

5「日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求
める意見書」の採択を求める陳情 不採択 × × × × × × 〇 × × × × × 議 × 〇 × 〇
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自
家
発
電
機
の
設
置
に
補
助
を 

問
台
風
15
号
で
は
１
週
間
停
電
が

続
き
、
最
大
で
１
万
９
１
０
０

軒
が
停
電
し
た
。
こ
の
間
冷
蔵
庫
も
動

か
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
食
料
も
売
り

切
れ
、
食
べ
る
物
に
も
困
っ
た
人
が
い

た
が
、
個
人
の
住
宅
に
自
家
発
電
機
が

設
置
し
て
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
被
害

が
少
し
で
も
防
げ
た
と
考
え
る
。
個
人

の
住
宅
に
自
家
発
電
機
を
設
置
す
る
た

め
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答
太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
の
設
置

に
は
市
の
補
助
が
あ
る
の
で
、

広
報
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
そ
れ
以
外
の
家
庭
用
発
電
機
の
設

置
へ
の
補
助
に
は
、
非
常
に
多
く
の
財

源
が
必
要
で
あ
り
、
個
人
で
備
え
て
い

た
だ
く
こ
と
も
大
事
と
考
え
る
。
今
後

も
よ
く
精
査
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

戸
別
受
信
機
の
周
知
徹
底
を

問
台
風
15
号
、
19
号
で
は
、
戸
別

受
信
機
が
な
い
た
め
に
、
防
災

行
政
無
線
が
聞
こ
え
ず
、
情
報
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
と
の
声
が
あ
っ
た
が
、
ど

う
し
た
ら
戸
別
受
信
機
が
借
り
ら
れ
る

の
か
、
も
っ
と
周
知
徹
底
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
戸
別
受
信
機
は
全
て
の
世
帯
に

市
か
ら
無
料
で
貸
し
出
し
て
お

り
、
新
た
に
転
入
し
て
き
た
方
に
つ
い

て
は
、
転
入
の
手
続
き
を
行
う
際
に
、

市
民
生
活
課
の
窓
口
で
チ
ラ
シ
を
配
り

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
広
報
紙
な
ど
に
も

掲
載
を
し
て
い
る
が
、
よ
り
一
層
周
知

が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
。

　
な
お
貸
し
出
し
は
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
で
申
込
み
い
た
だ
き
、
後
に
受
信

機
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
信
号
機
に
つ
い
て

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

第４回定例会 一般質問
市政を問う！

録音機能付で聞き逃しても安心

伊藤 房代
議員
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子
ど
も
の
貧
困
を
ど
う
考
え
る

問
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

子
ど
も
の
貧
困
率
は
13
・
９
％

で
、
７
人
に
１
人
が
貧
困
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
市
長
は
子
ど
も
の
貧
困
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
子
ど
も
達
の
将
来
が
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い

よ
う
、
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

本
市
に
は
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
へ

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
あ
る
の
で
、
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
確
実
に
届

く
よ
う
、
全
庁
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え

る
。問

ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困
率
は

50
・
８
％
と
算
出
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
ひ
と
り
親
家
庭
は
何
世
帯

で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
か
。

答
ひ
と
り
親
家
庭
世
帯
は
お
よ
そ

６
３
３
世
帯
。
ひ
と
り
親
家
庭

の
保
護
者
に
対
す
る
就
労
支
援
と
し
て
、

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業
や
高
等

技
能
訓
練
促
進
費
支
給
事
業
が
あ
り
、

経
済
的
支
援
と
し
て
児
童
扶
養
手
当
支

給
事
業
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
事
業
な
ど
が
あ
る
。

生
活
保
護
受
給
者
に
車
を
認
め
て
は

問
生
活
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
生

活
保
護
費
削
減
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
生
活
保
護
受
給
世
帯

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
生
活
保
護
受
給
世
帯
は
３
３
３

世
帯
、
そ
の
内
65
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
は
２
０
８
世
帯
。

問
生
活
保
護
受
給
者
に
は
自
動
車

の
保
有
、
利
用
が
原
則
認
め
ら

れ
て
い
な
い
が
、
地
方
で
は
車
は
生
活

の
必
需
品
な
の
で
、
原
則
禁
止
の
緩
和

を
求
め
る
。

答
車
の
所
有
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

就
労
の
た
め
に
必
要
な
場
合
で
、

単
に
日
常
生
活
で
用
い
ら
れ
る
の
は
認

め
て
い
な
い
。
被
保
護
者
の
方
に
寄
り

添
い
な
が
ら
も
、
国
の
施
策
、
基
準
に

基
づ
い
て
厳
正
な
執
行
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
市
職
員
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て

職
員
の
飲
酒
運
転
は
免
職
で
は

問
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
市
職
員

に
よ
る
飲
酒
運
転
で
の
物
損
事

故
に
つ
い
て
、「
交
通
事
故
等
に
係
る

懲
戒
処
分
等
の
基
準
に
関
す
る
規
程
」

で
は
、
飲
酒
運
転
は
発
覚
し
た
だ
け
で

も
免
職
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
停

職
６
ヵ
月
の
処
分
で
あ
っ
た
。
ち
ま
た

で
は
天
の
声
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
で
今
回

の
処
分
を
決
め
た
の
か
。

答
規
程
の
中
で
は
、
飲
酒
運
転
は

全
て
免
職
と
す
る
一
方
で
、
加

重
ま
た
は
軽
減
す
る
た
め
の
項
目
も
規

定
さ
れ
て
い
る
。
本
事
案
を
様
々
な
角

度
か
ら
調
査
及
び
審
議
し
た
結
果
、
停

職
６
ヵ
月
の
処
分
と
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

問
昨
年
度
、
本
市
で
ふ
る
さ
と
納

税
を
受
け
た
件
数
と
金
額
、
反

対
に
旭
市
民
が
他
市
町
村
へ
ふ
る
さ
と

納
税
を
行
っ
た
件
数
と
金
額
を
伺
う
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
を
受
け
入
れ
た

件
数
は
１
７
８
４
件
、
金
額
は

４
８
４
７
万
円
、
１
件
当
た
り
約
２
万

７
千
円
。
反
対
に
旭
市
民
が
他
市
町
村

へ
行
っ
た
件
数
は
８
２
７
件
、
金
額
は

７
８
０
８
万
円
、
１
件
当
た
り
約
９
万

４
千
円
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
は
受
け
入
れ
て

も
返
礼
品
な
ど
の
経
費
が
か
か

る
、
ま
た
旭
市
民
が
他
市
町
村
へ
ふ
る

さ
と
納
税
を
行
っ
た
場
合
、
市
民
税
が

減
り
財
政
に
も
影
響
が
出
る
と
思
う
が
、

こ
れ
ら
全
て
を
含
め
た
収
支
の
差
し
引

き
金
額
を
伺
う
。

答
昨
年
度
の
返
礼
品
な
ど
の
経
費

は
２
２
７
７
万
円
、
市
民
税
の

減
収
額
は
３
３
６
８
万
円
。
市
民
税
減

収
分
の
う
ち
75
％
は
国
か
ら
交
付
税
措

置
さ
れ
、
こ
れ
ら
全
て
を
含
め
た
収
支

の
差
し
引
き
額
は
１
７
２
７
万
円
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
合
併
特
例
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

◦
行
政
改
革
に
つ
い
て

髙橋 利彦
議員

髙木 寛
議員

30年度人気上位の返礼品
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豚
コ
レ
ラ
発
生
に
備
え
て

問
豚
コ
レ
ラ
の
発
生
拡
大
で
警
戒

感
が
強
ま
る
中
、
養
豚
が
盛
ん

な
本
市
で
は
、
豚
コ
レ
ラ
、
ア
フ
リ
カ

豚
コ
レ
ラ
が
発
生
し
た
場
合
、
市
と
し

て
の
指
揮
命
令
系
統
は
ど
の
よ
う
な
も

の
に
な
る
か
。

答
「
旭
市
急
性
悪
性
家
畜
伝
染
病

発
生
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

基
づ
い
て
市
対
策
本
部
を
設
置
し
、
県

が
実
施
す
る
防
疫
作
業
を
後
方
支
援
す

る
。
な
お
対
策
本
部
の
本
部
長
は
市
長

が
な
る
。

問
万
が
一
発
生
し
た
場
合
に
備
え

て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
訓
練

を
実
施
し
て
、
課
題
を
整
理
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
訓
練
の
実
施

は
考
え
て
い
る
か
。

答
訓
練
に
つ
い
て
は
県
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
て
お
り
、
畜
産
関

係
団
体
や
本
市
の
職
員
も
そ
れ
に
参
加

し
て
い
る
。
９
月
に
は
県
と
協
力
し
て
、

畜
産
農
家
を
対
象
と
し
た
、
市
内
農
場

で
の
発
生
を
仮
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
も
行
っ
た
。

洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
対
応
は

問
銚
子
沖
の
洋
上
風
力
発
電
の
普

及
に
つ
い
て
、
11
月
に
促
進
協

議
会
が
開
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

本
市
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答
事
業
の
実
施
に
は
漁
業
・
地
域

と
の
協
調
が
不
可
欠
な
の
で
、

漁
業
関
係
者
の
意
向
を
最
優
先
に
、
意

思
の
疎
通
を
図
り
な
が
ら
協
議
を
進
め

る
。問

促
進
区
域
の
指
定
に
向
け
た
有

望
な
区
域
は
銚
子
沖
が
中
心
で
、

旭
区
域
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
だ
が
。

答
海
域
の
市
町
村
境
界
は
確
定
し

て
い
な
い
の
で
、
有
望
な
区
域

に
旭
区
域
が
入
っ
て
い
る
か
現
時
点
で

は
不
明
だ
か
、
今
後
銚
子
市
と
の
協
議

で
境
界
確
定
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
台
風
15
、
19
号
の
被
害
状
況
と
対
応

宮内 保
議員

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定
を

問
台
風
15
号
に
よ
り
出
た
災
害
廃

棄
物
に
つ
い
て
、
今
回
台
風
が

通
過
し
て
か
ら
仮
置
き
場
を
開
設
す
る

ま
で
に
２
週
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
。

４
年
前
に
も
要
望
し
た
が
、
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
が
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め

場
所
な
ど
を
指
定
し
て
い
る
の
で
早
く

対
応
で
き
る
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
当
初
は
災
害
廃
棄
物
を
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
て
い

た
が
、
搬
入
量
が
多
く
処
理
が
困
難
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
仮
置
き
場
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
開
設
ま
で
に

期
間
を
要
し
た
。
来
年
度
に
は
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
仮
置
き
場
の
場
所
の
選

定
に
つ
い
て
も
盛
り
込
む
。

避
難
所
に
マ
ッ
ト
の
用
意
を

問
台
風
15
号
、
19
号
で
は
市
内
４

地
域
で
避
難
所
が
早
期
に
開
設

さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
容
人
数
を

伺
う
。

答
総
合
体
育
館
が
５
８
８
人
、
海

上
公
民
館
が
１
６
６
人
、
飯
岡

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
２
３
８
人
、
干

潟
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
35
人
。

問
避
難
所
に
よ
っ
て
は
畳
の
部
屋

も
あ
る
が
、
床
が
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
の
所
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
高
齢
者

か
ら
は
床
が
硬
く
寝
ら
れ
な
い
、
体
が

痛
く
な
る
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
年

に
何
回
か
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
い

る
な
ら
ば
、
マ
ッ
ト
な
ど
を
用
意
し
て

お
け
な
い
か
。

答
今
回
の
台
風
時
に
は
間
に
合
わ

な
か
っ
た
が
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性

の
あ
る
マ
ッ
ト
を
１
０
０
枚
購
入
し
、

飯
岡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
し
た
。

こ
の
マ
ッ
ト
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
も
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

◦
観
光
に
つ
い
て

伊藤 保
議員

クッション性があり、底冷えも防ぐ

銚子沖に設置している実証機
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市
民
体
育
祭
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
う
考
え
る

問
前
回
の
一
般
質
問
で
、
全
区
長

を
対
象
と
し
た
体
育
祭
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
提
言
し

た
が
、
市
で
は
実
施
し
て
も
ら
え
な

か
っ
た
の
で
、
今
回
僕
自
身
で
行
い
、

結
果
を
取
り
ま
と
め
た
の
で
、
そ
の
一

部
を
伝
え
る
。

　

対
象
者
は
１
５
６
区
長
、
回
答

率
50
％
。「
体
育
祭
の
準
備
は
負
担

か
？
」
と
の
問
い
に
は
、
75
・
３
％
が

負
担
を
感
じ
る
と
回
答
。「
来
年
度
以

降
の
開
催
を
ど
う
思
う
か
？
」
と
の
問

い
に
は
、
67
・
９
％
が
中
止
す
べ
き
と

回
答
。「
体
育
祭
で
市
民
の
一
体
感
を

感
じ
る
か
？
」
と
の
問
い
に
は
、
70
・

５
％
が
感
じ
な
い
と
回
答
。

　
こ
の
結
果
を
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
苦
労
と
い

う
部
分
で
は
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
体
育
祭
の
目
的
で
あ

る
一
体
感
の
醸
成
は
ま
だ
達
成
し
て
い

な
い
と
判
断
し
て
い
る
た
め
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。

嚶
鳴
小
学
区
の
排
水
整
備
を

問
嚶
鳴
小
学
区
は
排
水
路
の
不
備

に
よ
り
、
多
く
の
箇
所
で
水
害

が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
議
会

で
も
定
期
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
た
め
、

市
長
と
も
認
識
の
共
有
は
で
き
て
い
る

と
思
う
が
、
再
度
３
点
の
提
案
型
質
問

を
す
る
。
１
点
目
、
嚶
鳴
小
学
校
正
門

近
辺
に
新
た
な
排
水
路
の
新
設
を
。
２

点
目
、
総
堀
線
に
向
か
っ
て
集
中
し
て

く
る
排
水
路
の
分
散
改
修
を
。
３
点
目
、

飯
岡
停
車
場
線
の
対
策
は
、
民
間
所
有

の
排
水
管
活
用
と
本
市
の
排
水
路
整
備

で
対
応
を
。

答
い
ず
れ
も
、
い
ろ
ん
な
面
で
研

究
、
検
討
、
予
算
組
み
も
含
め

て
実
施
す
る
。
民
間
所
有
の
排
水
管
の

活
用
は
、
耐
用
年
数
の
問
題
も
あ
る
が
、

一
度
そ
の
企
業
と
話
を
し
て
み
る
よ
う

担
当
に
は
指
示
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
台
風
被
害
の
影
響
に
関
し
て

冠水した嚶鳴小学校近辺の道路

横
根
地
区
の
土
砂
災
害
対
策
を

問
今
回
の
台
風
で
は
県
内
の
多
く

の
箇
所
で
土
砂
崩
れ
が
お
き
、

尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
平
成
29
年

に
は
台
風
や
大
雨
に
よ
り
、
本
市
で
も

土
砂
災
害
が
あ
り
、
９
カ
所
の
復
旧
工

事
を
実
施
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
当
時
の
工
事
内
容
を
伺
う
。

答
被
災
し
た
９
カ
所
に
は
大
型
土

の
う
を
設
置
し
、
そ
の
内
の
７

カ
所
は
道
路
の
路
肩
保
護
と
し
て
法
面

を
復
旧
し
た
。
残
り
２
カ
所
の
岩
井
地

区
と
横
根
地
区
は
、
法
面
自
体
が
個
人

の
所
有
地
で
あ
っ
た
た
め
、
通
行
の
安

全
確
保
の
た
め
の
応
急
的
な
復
旧
を
し

た
。問

岩
井
地
区
は
現
在
コ
ン
ク
リ
ー

ト
吹
き
つ
け
工
事
を
し
て
整
備

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
横
根
地
区
は
大

型
土
の
う
が
設
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
大
雨
が
降
る
と
茶
色
い
水
が

流
れ
て
き
て
、
地
元
の
方
も
心
配
し
て

い
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

答
横
根
地
区
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

地
元
住
民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

道
路
保
護
の
観
点
か
ら
も
防
災
性
の
高

い
道
路
と
認
識
は
し
て
い
る
た
め
、
土

砂
災
害
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

旧
海
上
中
学
校
跡
地
は
ど
う
な
る

問
旧
海
上
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
、

旭
市
旧
中
学
校
跡
地
検
討
委
員

会
で
は
、
民
間
活
用
に
よ
る
住
居
系
を

中
心
と
し
た
複
合
施
設
と
い
う
利
用
方

法
が
提
案
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
現

在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
旧
海
上
中
学
校
跡
地
を
利
活
用

す
る
た
め
に
は
、
周
辺
整
備
の

必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
り
、

具
体
的
な
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
進
ん
で

い
な
い
。

林 晴道
議員

　桐 文夫
議員

大型土のうを設置している横根地区急傾斜地
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今
回
の
災
害
対
応
を
検
証
し
て

今
後
に
生
か
す
べ
き

問
台
風
15
号
の
被
害
の
中
で
も
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

被
害
が
大
き
い
が
、
想
定
外
の
被
害
に

は
、
想
定
外
の
対
応
も
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
の
で
、
市
独
自
の
新
た

な
対
応
策
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
施
設
が
復
旧
し
な
け
れ
ば
作
物

が
作
れ
な
い
た
め
、
そ
の
間
の

所
得
補
償
と
い
う
部
分
で
、
し
っ
か
り

と
対
応
が
で
き
る
の
か
、
補
助
体
制
が

と
れ
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
県
や
国

に
確
か
め
て
、
今
後
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

問
今
回
の
災
害
で
は
、
各
地
区
で

活
動
さ
れ
た
消
防
団
の
方
に
は
、

倒
木
の
撤
去
な
ど
で
大
変
助
け
ら
れ
た
。

今
回
災
害
対
応
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
消

防
団
の
具
体
的
な
活
動
内
容
と
件
数
を

伺
う
。答

道
路
を
封
鎖
し
て
し
ま
っ
た
倒

木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
裁
断
処

理
し
た
り
、
電
線
な
ど
の
切
断
箇
所
の

周
辺
で
安
全
管
理
を
実
施
し
て
も
ら
っ

た
。
倒
木
な
ど
の
処
理
件
数
は
１
２
４

件
、
延
べ
８
８
４
人
の
方
が
活
動
し
て

く
れ
た
。

問
今
回
の
台
風
で
旭
の
サ
ン
モ
ー

ル
脇
に
流
れ
て
い
る
仁
玉
川
が
、

相
当
水
位
が
上
が
り
氾
濫
寸
前
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
利
根
川
が
氾
濫
し
た

原
因
も
泥
を
す
く
っ
て
な
か
っ
た
の
が

一
つ
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
河
川

の
泥
上
げ
が
こ
れ
か
ら
は
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
が
、
ど
う
い
う
対
応
を

す
る
の
か
。

答
河
川
の
泥
上
げ
は
、
管
理
者
の

千
葉
県
や
土
地
改
良
区
で
数
年

に
１
回
ぐ
ら
い
や
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
甚
大
な
被
害
に
結
び
つ
か
な

い
よ
う
再
度
お
願
い
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

台風で倒れた樹木の撤去をする消防団

木内 欽市
議員

分野別に！少人数で！専門的に！

市議会と聞くと議員全員が集まる本会議をイメージする人が多いのでは!? でも市議会には少人数で
専門的な議論をする委員会という場もあります

市民のくらしに身近なコトを話し合う場、
それが委員会です。

議案

市長をはじめ各課長から、提案さ
れた議案の補足説明が行われま
す。説明した日からおよそ3日後
に開かれる本会議では、議員から
議案に対する質疑が行われます。

本会議

市の仕事はとても広い範囲にわた
るので、議案を分野ごとに各委員
会に委託します。
委託後は各委員会で審査して、結
論を出します。

委員会

各委員会の委員長が審査結果を報
告します。その報告をもとに話し
合い議案に賛成か反対かを、多数
決で決めます。

本会議（最終日）

委託 報告
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所管：環境課、保険年金課、健康管理課、社会福祉課、子
育て支援課、高齢者福祉課、教育委員会

議会運営に関すること、議会会議規則・委員会条例等に関
すること、議長の諮問に関すること

所管：商工観光課、農水産課、建設課、都市整備課、下水
道課、農業委員会、水道課

所管：秘書広報課、行政改革推進課、総務課、企画政策課、
財政課、税務課、市民生活課、会計課、議会事務局、選挙
管理委員会、消防本部、ほかの委員会に所管しない事項

　旭市議会では常任委員会委員の任期を２年としているため、任期満了に伴い委員会の構成委員が替わり
ました。
　また、議会運営委員会と議会だより編集委員会の構成委員も替わりました。

文教福祉常任委員会

議会運営委員会

総務常任委員会

建設経済常任委員会

前列左側より、景山岩三郎委員、米本弥一郎委員長、 桐文夫
副委員長、伊藤房代委員
後列左側より、宮内保委員、林晴道委員

前列左側より、佐久間茂樹委員、島田和雄委員長、向後悦世副
委員長、宮澤芳雄委員
後列左側より、米本弥一郎委員、林晴道委員

前列左側より、髙橋利彦委員、宮澤芳雄委員長、平山清海副委
員長、島田和雄委員
後列左側より、伊藤保委員、飯嶋正利委員

前列左側より、佐久間茂樹委員、向後悦世委員長、遠藤保明副
委員長
後列左側より、木内欽市委員、髙木寛委員

委員会の構成メンバーが替わりました
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沖
縄
県
那
覇
市

　
な
は
し
創
業
・
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
市
民
の
創
業
と
就
職
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
、

平
日
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
開
所

し
て
い
る
。
利
用
料
は
無
料
で
、
こ

こ
で
は
専
門
相
談
員
に
よ
る
創
業
・

就
職
相
談
の
実
施
や
創
業
・
就
職
関

連
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
関
連
書
籍
も

配
置
し
て
お
り
、
自
由
に
情
報
収
集

が
で
き
る
施
設
で
す
。

　
な
は
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
に
よ
る
自
主
的
で
営
利
を
目
的

と
し
な
い
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
た

め
の
拠
点
施
設
で
す
。
主
な
業
務
内

容
は
、
市
民
活
動
の
育
成
支
援
の
た

め
の
施
設
及
び
設
備
の
提
供
、
市
民

活
動
に
関
す
る
相
談
並
び
に
情
報
の

収
集
及
び
提
供
、
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
研
修
機
会
の
提
供

並
び
に
調
査
及
び
研
究
、
企
業
の
社

会
貢
献
活
動
促
進
の
た
め
の
事
業
で

す
。

沖
縄
県
沖
縄
市

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、
平
成
26

年
１
月
に
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環

境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
趣
旨
と

し
て
、
必
要
な
施
策
を
講
じ
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
よ
う
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
28

年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
で
は
、
子

ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
の
全
国
平
均

が
13
・
９
％
に
対
し
、
沖
縄
県
は
こ

れ
を
大
き
く
上
回
る
29
・
９
％
で
あ

り
、
３
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困

状
況
に
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
た
。

こ
れ
を
受
け
、
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
が
特
に
深
刻
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
内
閣
府
に
よ

る
「
沖
縄
子
ど
も
の
貧
困
緊
急
対
策

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
。
沖
縄
振
興
計

画
の
期
間
中
の
平
成
28
年
〜
令
和
３

年
度
ま
で
の
６
年
間
を
集
中
対
策
期

間
と
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

対
策
に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策

と
し
て
、
県
に
お
い
て
も
「
沖
縄
県

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」
を
策
定

し
、
30
億
円
の
沖
縄
県
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
基
金
を
創
設
。
国
、
県
、

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
中
学
校
区
ご
と

に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
派
遣
し
、
担
当
校
へ
の
訪
問
活
動

を
通
し
て
、
貧
困
環
境
に
あ
る
子
ど

も
や
保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
や
関

係
機
関
等
と
連
携
の
上
、
個
別
支
援

を
働
き
か
け
る
。
ま
た
中
学
校
区
ご

と
に
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支

援
員
」
を
配
置
し
、
学
校
や
自
治
会

等
か
ら
積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
の
上
、
困
り
感
の

あ
る
子
ど
も
を
居
場
所
へ
つ
な
い
で
、

食
事
や
学
習
支
援
等
を
行
う
こ
と
に

沖
縄
県
糸
満
市

　
糸
満
市
で
は
、
若
者
の
都
市
地
区

へ
の
流
出
、
自
治
会
の
加
入
率
低
下
、

高
齢
化
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
若
者

が
糸
満
市
に
魅
力
を
感
じ
て
い
な
い

と
い
う
現
状
認
識
の
も
と
、
糸
満
市

民
が
自
ら
元
気
に
な
る
「
協
働
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
行
政
と

市
民
活
動
団
体
の
中
間
支
援
と
し
て

よ
り
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

の
役
割
を
担
う
「
ま
ち
テ
ラ
ス
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
ま
ち
テ
ラ
ス
は
市

役
所
の
一
室
に
あ
り
、
人
件
費
、
研

修
費
、
講
師
代
な
ど
３
年
間
で
一
般

財
源
２
５
０
０
万
円
を
か
け
て
い
ま

す
。
業
務
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
収
集
・
発
信
、

ま
た
「
糸
満
市
の
お
金
を
使
っ
て
で

き
る
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
の
市
民
座
談

那覇市を視察する建設経済・文教福祉常任委員会

沖縄市を視察する建設経済・文教福祉常任委員会

行
政
視
察
報
告

　
各
委
員
会
で
は
、
所
管
す
る
事
務
に
関
す
る
審
査
や
調
査

の
た
め
、
他
の
自
治
体
の
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
行
政
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
設
経
済
・
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
視
察
内
容
）な
は
し
創
業
・
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
な
は
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
／
子
ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
に
つ
い
て

10
月
24
日

総
務
常
任
委
員
会

（
視
察
内
容
）市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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会
の
開
催
。
こ
の
座
談
会
で
の
意
見

は
全
て
市
長
へ
報
告
さ
れ
、
次
の
総

合
計
画
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
と
の

こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
市
民
、
市
民

活
動
団
体
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
職
場

体
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
座
談
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
人
と
人
、
団
体

と
団
体
を
結
び
つ
け
、
市
民
ま
ち
づ

く
り
実
体
験
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

ま
ち
テ
ラ
ス
を
運
営
し
て
い
る
男
性

２
人
が
市
役
所
職
員
で
は
な
く
、
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
に
活
動
し
て
い
る
こ

と
が
活
性
化
の
要
因
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
課
題
と
し
て
は
年
配
の
方
々
を

巻
き
込
む
こ
と
が
難
し
い
と
の
こ
と

で
す
。

糸満市を視察する総務常任委員会

10月23日に姉妹都市の沖縄県中城村を訪問し、中城村議会議員の皆さんと意見交換をしました。

中城村議会議員と意見交換

村民・行政・議会一体のまちづくりを
　中城村は肥沃な農地、長い海岸線、琉球大学の立地、
都市近郊といった地域特性があり、これらの地域特性
を積極的に活用し、企業誘致等による税増収の確保と、
一層の行政改革を行い、村民・行政・議会が一体となっ

て個性的で活力ある村づくりを目指している。これに
より人口が年間300人〜500人増えていて、人口増加
率は県内トップである。

台風対策は
　沖縄県では強い風に耐える備えが重視されている。
沖縄には大きな川がなく、雨水はすぐに海に流れるた
め水害が少ない。住宅は鉄筋コンクリート造りが基本
で、断水対策として各家庭の屋根に水のタンクが設置
されており、2, ３日分の水を蓄えている。

村民に信頼される議会を目指して
　中城村議会では、村民の代表機関であり議事機関と
して、多様な意見を組み取りながら、自由な討議を重
ね最良の意思決定をする、村民に信頼される議会を
目指していた。そんな中で平成30年8月にわずか8か
月間で議会の最高法規とされる議会基本条例を策定
し、それに基づいて村民との懇談会を年1回開催して
いる。議会基本条例とは執行部とのなれ合いを廃して、
競い合うといった趣旨で議会の役割を再定義し、公開
度を上げて説明責任を果たすなど、活性化のための運

営ルールを定めるもので、議会改革の柱として全国各
地の議会で制定している。

中城村議会議員の皆さんと意見交換

海ブドウ養殖場にて説明を受ける

◦中城城跡（世界文化遺産）
　中城村の観光の目玉であり、イベント会場としても活用
されるなど、地域の特性を生かした利活用を推進している。
◦海ブドウ養殖場「海幸」
　海ブドウは中城村のふるさと納税の返礼品となっている
が、栽培技術が確立してなく、業者が試行錯誤している。
◦（株）沖縄ホーメル
　1959年創業。ハム、ベーコン、ソーセージ、缶詰類を
製造。
　豚肉を中心に、畜産をはじめとする郷土の産業振興の一
翼を担いながら豊かな食生活を創造。

中城村のここを案内してくれました
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日 月 火 水 木 金 土
2/23 24 25 26 27

開会

28 29

3/1 2 3

議案質疑

4 5

一般

6

質問

7

8 9 10
建設経済
常任委員会

11 12
文教福祉
常任委員会

13
総務
常任委員会

14

15 16 17 18

閉会

19 20 21

旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
林　
　
晴
道

副
委
員
長　
平
山　
清
海

委　
員　
　
髙
木　
　
寛

委　
員　
　

桐　
文
夫

３月定例会の予定
（２月27日〜３月18日）

いずれも10時から開催予定です
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。
本会議の模様は、インターネット中継でもご覧
いただけます。

　向後悦世議長と宮澤芳雄副議長の辞職に伴い、
12月20日の閉会日に正副議長選挙が行われ、議長
に伊藤保議員、副議長に飯嶋正利議員が選出されま
した。

伊藤保議長 飯嶋正利副議長

議長に伊藤保議員
副議長に飯嶋正利議員を選出

編
集
後
記

　
新
し
い
時
代
を
ど
の
よ
う
な
時

代
と
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
夢
の

実
現
は
、
今
を
生
き
る
僕
た
ち
の

行
動
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
の
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
、

社
会
保
障
の
大
改
革
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控

え
、
未
来
へ
の
躍
動
感
に
あ
ふ
れ

た
今
こ
そ
、
実
行
の
時
で
す
。
先

送
り
で
は
次
の
世
代
へ
の
責
任
を

果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
未
来
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
な

市
を
目
指
す
の
か
。
そ
の
案
を
示

す
の
は
市
議
会
議
員
の
責
任
で
す
。

　
日
本
の
真
ん
中
で
輝
く
旭
、
希

望
に
あ
ふ
れ
誇
り
あ
る
旭
を
創
る

た
め
、
こ
の
６
年
間
全
力
を
尽
く

し
て
き
ま
し
た
。
夢
を
夢
の
ま
ま

で
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
新

し
い
時
代
の
旭
を
創
る
た
め
、
皆

さ
ん
と
共
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
委
員
長　
林　
晴
道
）

追 跡 あの質問 その後どうなった!?
海上保育所の建て替えはいつ

議会だより第52号より

2019年度に入ったら契約事務を執行し、工期は2019年
７月から2020年３月までの予定。４月の開設を目指して
進めている。

その時の回答▼

令和元年第２回定例会にて、工事請負契約の締結を可決。
契約金額　　２億185万円
令和元年７月26日起工式実施。
令和２年３月工事完了予定。

その後の状況▼

完成間近の新園舎。令和２年４月より開設

解体予定の旧園舎
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